


現
在
、
大
館
市
・
比
内
町
・
田
代
町
に
は
約
２
０
０
０
に
及
ぶ
事
務
事
業
が
あ

り
、
各
市
町
で
内
容
が
異
な
る
た
め
、
合
併
に
向
け
て
協
議
・
調
整
が
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
務
事
業
は
重
要
度
に
応
じ
て
Ａ
項
目
（
合
併
協
議
会
で

決
定
す
る
も
の
）、
Ｂ
項
目
（
幹
事
会
で
決
定
す
る
も
の
）、
Ｃ
項
目
（
各
部
会

で
決
定
す
る
も
の
）
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、
Ａ
項
目
の
５２
項
目
は
、
合
併
協
定

項
目
と
し
て
、
合
併
協
議
会
で
既
に
協
議
・
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

Ｂ
項
目
は
約
２
０
０
項
目
あ
り
ま
す
が
、
幹
事
会
を
１
月
に
集
中
的
に
開
催

し
、
調
整
が
終
了
し
ま
し
た
。
Ｃ
項
目
は
、
各
部
会
・
分
科
会
で
現
在
も
、
協

議
・
調
整
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
６
月
２０
日
の
新
市
発
足
時
に
、
円
滑
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
よ
う
に
、
６０
項
目
近
く
に
わ
た
る
職
員
研
修
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
、
一
生

懸
命
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
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新
市
発
足
に
向
け
、事
務
事
業
の
調
整
が
進
ん
で
い
ま
す

合併の準備着々・今後の予定

スポーツ課職員研修

公民館職員研修



大
館
市
・
比
内
町
・
田
代
町
は
、６
月
２０
日
に
合
併
し
、新

市
が
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
社
会
福
祉
協
議

会
、
商
工
会
、
森
林
組
合
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

も
、
合
併
や
統
合
を
目
指
し
て
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
館
市
社
会
福
祉
協
議
会
、比
内
町
社
会
福
祉
協
議
会
、田

代
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
３
社
会
福
祉
協
議
会
の
合
併
期

日
を
６
月
２０
日
と
し
、
本
所
を
現
在
の
大
館
市
社
会
福
祉
協

議
会
と
す
る
こ
と
な
ど
を
決
定
し
、
２
月
２２
日
に
合
併
協
定

調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

比
内
町
商
工
会
、
田
代
町
商
工
会
、
花
矢
商
工
会
は
、
３
商

工
会
の
合
併
に
向
け
て
協
議
を
し
た
結
果
、
合
併
の
期
日
を

４
月
１
日
、
名
称
を
大
館
北
秋
商
工
会
と
し
、
本
所
を
比
内
、

支
所
を
田
代
と
花
矢
に
す
る
こ
と
で
、
各
商
工
会
が
承
認
し
、

１
月
２８
日
に
合
併
契
約
書
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

大
館
比
内
、
北
秋
田
、
阿
仁
森
吉
、
田
代
の
４
森
林
組
合
は
、

昨
年
１２
月
１６
日
に
開
催
さ
れ
た
各
森
林
組
合
の
臨
時
総
会
で
、

森
林
組
合
の
合
併
に
つ
い
て
承
認
を
受
け
、「
大
館
北
秋
田
森

林
組
合
」の
誕
生
を
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。合
併
の
期
日
を

４
月
１
日
と
し
、新
組
合
の
本
所
を
鷹
巣
町
に
、事
業
所
を
大

館
市
、
鷹
巣
町
、
阿
仁
町
、
田
代
町
に
、
支
所
を
合
川
町
と
上

小
阿
仁
村
に
置
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

大
館
・
比
内
・
田
代
１
市
２
町
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
２
月
１０
日
、統
合
協
定
調
印
式
を
開
催
し
、７
月
１
日

か
ら
大
館
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
し
て
発
足
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
と
は
？

皆
さ
ん
の
心
の
ふ
れ
あ
い
と
助
け
合

い
で
、
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
民
間
の
中
核
的

団
体
で
あ
り
、
行
政
の
協
力
な
ど
を
基

に
、
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
社
会
福
祉
法
に

基
づ
き
設
置
さ
れ
た
社
会
福
祉
法
人
で

す
。

商
工
会
と
は
？

地
域
の
商
工
業
の
振
興
と
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
商
工
業
者
に
よ
っ

て
組
織
さ
れ
た
総
合
的
経
済
団
体
で
す
。

商
工
会
法
に
基
づ
い
て
主
に
町
村
部
に

設
立
さ
れ
た
特
別
認
可
法
人
で
す
。

森
林
組
合
と
は
？

山
に
木
を
植
え
、
下
刈
り
や
間
伐
な

ど
の
手
入
れ
を
行
い
、
森
林
が
本
来

持
っ
て
い
る
公
益
機
能
や
良
質
の
木
材

が
生
産
さ
れ
る
森
林
に
育
て
る
た
め
に
、

森
林
組
合
法
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た

森
林
所
有
者
の
協
同
組
織
で
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
は
？

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
高
年
齢
者

が
、
共
に
働
き
、
共
に
助
け
合
い
な
が

ら
社
会
に
参
加
す
る
充
実
感
や
生
き
が

い
づ
く
り
を
自
ら
進
め
る
と
い
う
理
念

の
下
、
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
い
て
運
営
さ
れ

て
い
る
社
団
法
人
で
す
。

注

釈

各
方
面
で
合
併
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

各方面で合併が進められています
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明治政府は、明治２２年に近代的な地方自治制度であ
る市制・町村制を施行し、全国一律に町村合併を行い
ました。この結果、明治２１年末に７１，３１４あった町村が、
明治２２年末には３９市、１５，８２０町村となり、約５分の１
に減少しました。この大合併では、江戸時代から引き
継がれてきた自然集落規模の町村が、当時の行政事務
に合った規模（３００～５００戸を標準）に改変されました。
これを明治の大合併といいます。
この大合併で、現大館市・比内町・田代町の区域に

おいては、町村数は１６になりました。
明治の大合併以後、明治２９年に扇田村が、昭和７年

に花岡村が、昭和２２年に早口村が町制を施行して町と
なり、昭和２６年には大館町と釈迦内村が合併して大館
市となりました。
第二次世界大戦後は、地方自治の確立が大きな課題

となり、多くの事務を市町村で処理されることとされ
たため、行政事務の能率的処理のために、市町村規模
の合理化が必要とされました。
昭和２８年に「町村合併促進法」が、昭和３１年には「新

市町村建設促進法」が施行され、新制中学１校を設置
管理するために必要とされた８，０００人の人口を目安に、

全国で市町村合併が促進されました。この結果、昭和
２８年に９，８６８あった市町村が、昭和３６年には３，４７２に減
少しました。これを昭和の大合併といいます。
当地域では昭和３０年に、大館市と長木村、上川沿村、
下川沿村、真中村、二井田村、十二所町が合併して大
館市となり、花岡町と矢立村が合併して花矢町となり、
扇田町、東館村、西館村、大�村が合併して比内町と
なりました。その後、昭和３１年に、早口町と山瀬村が
合併して田代町となり、昭和４２年に大館市と花矢町が
合併して、今日に至っています。

当地域の人口は、明治の大合併のころから、昭和の
大合併のころにかけて、２．４倍に増加していますが、鉱
山業の盛衰を中心とした産業構造の変化などを受け、
人口分布に急激な変化が見受けられます。明治の大合
併のころから昭和の大合併のころにかけては、旧花岡
村の区域では実に７．２倍に増加しました。
昭和の大合併のころから平成の大合併のころにかけ
ては、旧大館町とその隣接区域で増加しているものの、
その他の地区では、２割～７割減少しています。
今後、２０３０年までの３０年間に当地域の人口は約２割
減少するものと推計されています。

現在から将来
にかけての増
減率
（２０００年→２０３０年）

（ｄ－ｃ）／ｃ
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▲１８．２％
▲２９．８％
▲３３．８％
▲２１．３％

昭和の大合併
のころから現
在にかけての
増減率
（１９５５年→２０００年）

（ｃ－ｂ）／ｂ
１２．９％
１１．５％
８．３％
２５．２％
８５．７％

▲３７．２％
▲２６．９％
▲２８．０％
▲６８．１％
▲４１．８％
▲２６．４％
▲３８．２％
▲３４．４％
▲６１．１％
▲４１．２％
▲３０．３％
▲ ６．９％
▲３５．９％
▲３６．２％
▲１５．８％

明治の大合併
のころから昭
和の大合併の
ころにかけて
の増減率
（１８８８年→１９５５年）
（ｂ－ａ）／ａ
２６２．６％
１１５．２％
９１．２％
４６．５％
６９．２％
３６．５％
５６．７％
６３．０％
６２８．１％
１２９．６％
１３５．３％
１００．０％
８５．９％
４３．９％
１４４．５％
１０６．１％
１５５．５％
９６．８％
１２５．３％
１３８．６％

３０年後

平成４２年
２０３０年
推計値
ｄ
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���
���
���
���
���
���
５４，１９９
８，４８５
５，２２９
６７，９１３

平成の大
合併のこ
ろ（現在）
平成１２年
２０００年
国勢調査
ｃ
２９，２３７
７，６９３
４，６７４
３，６３７
６，４２８
１，６２２
２，５６２
４，４７９
３，６６５
２，２９６
４，７６５
３，１０６
３，３３７
８８７
３，９５０
３，９５０
６６，２９３
１２，０９５
７，９００
８６，２８８

昭 和 の
大合併の
ころ
昭和３０年
１９５５年
国勢調査
ｂ
２５，９０５
６，８９９
４，３１５
２，９０５
３，４６２
２，５８１
３，５０３
６，２２０
１１，４９６
３，９４６
６，４７７
５，０２６
５，０８７
２，２８３
６，７１７
５，６６９
７１，２３２
１８，８７３
１２，３８６
１０２，４９１

明 治 の
大合併の
ころ
明治２１年
１８８８年

ａ
７，１４５
３，２０６
２，２５７
１，９８３
２，０４６
１，８９１
２，２３５
３，８１６
１，５７９
１，７１９
２，７５３
２，５１３
２，７３７
１，５８７
２，７４７
２，７５０
２７，８７７
９，５９０
５，４９７
４２，９６４

旧町村名

（明治２２年現在）

大 館 町
釈 迦 内 村
長 木 村
上 川 沿 村
下 川 沿 村
真 中 村
二 井 田 村
十 二 所 町
花 岡 村
矢 立 村
扇 田 村
東 館 村
西 館 村
大 � 村
早 口 村
山 瀬 村
現大館市の区域
現比内町の区域
現田代町の区域
現１市２町の全域
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※１８８８年の人口は、「北秋田郡町村会（１９６７）：大館市・北秋田郡自治百年史」による
※２０３０年の人口は、大館市・比内町・田代町合併協議会による推計値
※人口の増減率：▲印は人口が減少したことを意味する。増減率が１００％であれば人口が２倍に増加したことになり、
▲５０％であれば人口が半減したことになる

単位：人

当当地地域域のの人人口口

地域の移り変わり

当当地地域域のの沿沿革革 ――明明治治のの大大合合併併以以降降――

人人口口のの推推移移



山
瀬
村

早
口
村

大
�
村

西
館
村

東
館
村

扇
田
村

矢
立
村

花
岡
村

十
二
所
町

二
井
田
村

真
中
村

下
川
沿
村

上
川
沿
村

長
木
村

釈
迦
内
村

大
館
町

明

治

大
正

昭

和

平
成

田代町
ＳＳ．．３３１１．．９９．．３３００

明明治治２２２２年年（（１１８８８８９９年年））市市制制・・町町村村制制施施行行後後のの沿沿革革

早口町
ＳＳ．．２２２２．．７７．．１１

ＳＳ．．３３００．．３３．．３３１１

地域の移り変わり

ＭＭ．．２２９９．．６６．．１１５５

比内町

大 館 市 Ｈ．１７．６．２０

ＳＳ．．３３００．．３３．．１１

ＳＳ．．７７．．９９．．３３００

扇田町

花矢町

花岡町

明明治治２２２２年年（（１１８８８８９９年年））市市制制・・
町町村村制制施施行行時時のの行行政政界界
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ＳＳ．．２２６６．．４４．．１１

ＳＳ．．３３００．．３３．．１１

ＳＳ．．３３００．．３３．．３３１１

ＳＳ．．４４２２．．１１２２．．２２１１

大館市

大館市

大館市

�
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※人口は平成１２年の
国勢調査による

新市町名
合併期日
人口

平成の大合併

秋田県 平成１７年２月２０日現在



合併特例法の期限が迫る中、全国的に市町村合併が進んでいますが、北東北においても、多く
の市町村が合併を検討しています。秋田県内では、平成１６年４月に６９あった市町村数が、平成１８
年３月までには、２７となる見込みです（※）。
また、新「大館市」の人口は約８６，０００人となり、人口規模では県内第５番目、北東北第１３番目の
都市となる見込みです。
※２月時点の状況による見込み値。今後、増減することがあります。

新市町名
人 口合併期日

�むつ市
６７，０２２人Ｈ１７．３．１４

�青森市
３１８，７３２人Ｈ１７．４．１

東北町
２０，５９１人Ｈ１７．３．３１

�七戸町
１９，３５７人Ｈ１７．３．３１

�十和田市
６９，６３０人Ｈ１７．１．１

�新町名未定
２３，２２０人Ｈ１８．３．３１

�五戸町
２１，３１８人Ｈ１６．７．１

�八戸市
２４８，６０８人Ｈ１７．３．３１

�南部町
２２，５９６人Ｈ１８．１．１

�外ヶ浜町
９，１７０人Ｈ１７．３．２８

�中泊町
１５，３２５人Ｈ１７．３．２８

�五所川原市
６３，２０８人Ｈ１７．３．２８

�藤崎町
１６，８５８人Ｈ１７．３．２８

�つがる市
４１，３２０人Ｈ１７．２．１１

�深浦町
１１，７９９人Ｈ１７．３．３１

�弘前市
１９３，２１７人Ｈ１８．２．２７

�平川市
３６，４５４人Ｈ１８．１．１

新市町名
人 口合併期日

�二戸市
３３，１０２人Ｈ１８．１．１

�洋野町
２０，４６５人Ｈ１８．１．１

�久慈市
４０，１７８人Ｈ１８．３．６

�盛岡市
３０２，８５７人Ｈ１８．１．１０

�宮古市
６３，２２３人Ｈ１７．６．６

�花巻市
１０７，１７５人Ｈ１８．１．１

�遠野市
３３，１０８人Ｈ１７．１０．１

�新市名未定
１３３，０５６人Ｈ１８．２．２０

�一関市
１３０，３７３人Ｈ１７．９．２０

	八幡平市
３２，４８５人Ｈ１７．９．１


西和賀町
７，９８３人Ｈ１７．１１．１

新市が続々と誕生しています

（合併する市町村名）

（二戸市・浄法寺町）

（種市町・大野村）

（久慈市・山形村）

（盛岡市・玉山村）

（宮古市・田老町・新里村）

（花巻市・大迫町・石鳥谷町・東和町）

（遠野市・宮守村）

（水沢市・江刺市・前沢町・胆沢町・衣川村）

（一関市・花泉町・大東町・千厩町
・東山町・室根村・川崎村）

（西根町・松尾村・安代町）

（湯田町・沢内村）

岩手県

平成の大合併

（人口は平成１２年の国勢調査による）

（弘前市・岩木町・相馬村）

（尾上町・平賀町・碇ヶ関村）

（木造町・森田村・柏村・稲垣村・車力村）

（深浦町・岩崎村）

北東北 平成１７年２月１０日現在

大館市・比内町・田代町合併協議会だより／2005.3.1

（合併する市町村名）

（むつ市・川内町・大畑町・脇野沢村）

（青森市・浪岡町）

（上北町・東北町）

（七戸町・天間林村）

（十和田市・十和田湖町）

（百石町・下田町）

（五戸町・倉石村）

（八戸市・南郷村）

（名川町・南部町・福地村）

（蟹田町・平舘村・三厩村）

（中里町・小泊村）

（五所川原市・金木町・市浦村）

（藤崎町・常盤村）

青森県

�




